

















































































































































（1944）年 6月 17日に天照大神を増祀し、台湾神宮に改称した。ところが新社殿への遷座祭の 2








































































































































































































































（ 3 ）　嘉義神社の社殿は 1994年火災で焼失するまで忠烈祠として使用されていた。
（ 4 ）　台湾護国神社はじめ、前記の嘉義神社など忠烈祠に転用される例は桃園神社以外にも多い。
（ 5 ）　新竹神社跡地は現在不法入国者の新竹収容所として使われている。社務所・斎館など神社時代の建物が
今も残っている。収容所となっているため通常見学は難しいが、幸いにも今回特別な計らいで、収容施設以
外の部分の見学が許可された。
